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農業者を取り巻くリスクは、増大・多様化しています。

③取り扱う情報量・資金が増大することに伴うリスク

① 加工、流通・販売リスク

② 民宿・レストラン・体験農業・観光牧場等のリスク

③ 農産物輸出に伴うリスク

① 生産基盤・農業用施設のリスク

② 生産活動におけるリスク

③ 日常のリスク
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法
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く
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ク

個
人
農
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者
を
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ス
ク

法人化・大規模化することで生じるリスク ６次産業化することで生じるリスク

① 経営者が万一の場合のリスク

借入金返済 死亡退職慰労金等支払
② 従業員を雇用することに伴うリスク

労務管理 従業員の退職 従業員の横領

顧客情報漏洩 現金盗難 輸送中の損害 貸倒れ 第三者への賠償

休業損害

ご自身の万一の場合 就農不能

自然災害による収入減少 自然災害以外の事由による収入減少 保管中農産物の損害

農作業中のケガ 自動車事故 第三者への賠償

生産基盤・圃場の損壊 農業用施設の損壊

農業を営むうえでの共通リスク

出荷した農産物等の回収 貸倒れ

第三者への賠償

第三者への賠償 休業損害
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１．農業者を取り巻くリスク



１．農業を取り巻くリスク

■農作業により第三者へ損害を与えた。
■出荷した生産物により第三者に損害を与えた。
■借用農機具などの損壊により貸主へ損害を与えた。等

大豆畑で農薬を散布していたところ
薬剤が風にあおられて
隣接する農家のたまねぎ畑に
飛散し生育不良となった。

損
害
賠
償
例

約510万円

■火災により農業用施設が全焼。
■集中豪雨による河川の氾濫で農業用施設が水没。等
農業用施設の建て直しに要する費用例

施設名 平均延べ面積
（農業用施設） 平均費用

納屋・物置など 507㎡

371㎡

928㎡

農作業場

畜舎・豚舎・鶏舎

3,653万円

3,031万円

3,707万円

損害例
トラクターが車と衝突し

相手方が負傷
約1,300万円

農業用薬剤散布車が
駐車中の車両に衝突

コンバインに手を
巻き込まれ負傷

トラクターの盗難

相手方の損害

約100万円

約500万円 約800万円
ご自身の損害

人
に
対
す
る
損
害

物
に
対
す
る
損
害

事故が発生した場合、生活や農業経営に大きな影響が及びます。

農業用施設の損壊のリスク

第三者への賠償リスク自動車事故のリスク

農作業中のケガのリスク
■草刈の作業中に、刈払機に触れ、負傷した。
■農業機械を操作中に指を挟み切断した。等

出典：厚生労働省「平成30年労働災害発生状況」

死傷事故は
様々なケースで発生

労災事故の発生状況
（事故死傷者数の構成比）
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転倒
31,833
25%

墜落・
転落

21,221
17%

動作の
反動、
無理な
動作

16,958
13%

切れ・こすれ
7,878
6%

その他
26,965
21%

交通事故
(道路）
7,889
6%

はさまれ・
巻き込まれ

14,585
11%

出典：ＪＡ共済連調べ（契約の加入状況より算出）

127,329人
前年同期比＋5.7％



１．農業を取り巻くリスク

出典：農林水産省、厚生労働省
警察庁統計資料10万人あたりの死亡事故件数 （平成28年）

労働災害
（全産業平均）

交通事故 建設業 農 業

1.4件
3.1件

6.0件

16.2件

しかし、農作業の危険性が知られていません。

農作業事故の危険性

農業者が自ら取り巻くリスクを把握し、モレなく適切な対策を一人で講じることは困難です。

農作業事故の発生件数

しかし、約７割の農業者には
この事実が知られていません！

４

農業の事故は
全産業平均の
11.6倍

Ｑ．上記のリスクを知っていましたか？
はい

30.5%
いいえ
69.5%

出典：ＪＡ共済連インターネット調査

農作業事故発生件数

死亡事故

後遺障害事故

傷害事故

312件
（2016年農水省調査）

734件
（JA共済連推計）

6万9994件
（JA共済連推計）

農作業中事故は
年間約7万件

毎日約200件も
発生している！

建設業の2.7倍も
発生している！



２．リスク対策についての考え方
経営に与える影響を勘案し、対策を検討することが必要です。

５

業務の見直し リスクの軽減・回避

未然防止 リスクの備え

業務見直しにより、事故の削減を目指す。

（例）
・作業方法や手順の見直し
・作業施設の安全対策

など

業務を継続し未然防止に努める。

（例）
・計画的な資金対策
・作業従事者への注意喚起

など

共済・保険を活用し、安定的な経営を目指す。

高収益が望まれる業務であっても、経営が圧
迫されるリスクについては排除し、業務からの
撤退も含め検討する。

発
生
頻
度

損害規模
少

小

多

大



農業を営むうえで発生するリスク

ご自身が万一の場合農作業中傷害共済
特定農機具傷害共済

自動車事故

医療共済

自動車共済

農業用施設の損壊 建物更生共済
むてきプラス

第三者への賠償 共栄火災

出荷した
農産物の回収

貸倒れ

日常に潜むリスク

農作業中のケガ

終身共済

ご自身の就農不能 生活障害共済 働くわたしのささエール

現金盗難 建物更生共済
むてきプラス

顧客情報漏洩

農業経営を取り巻くリスク

経営者が万一の場合 定期生命共済・終身共済
＜トップマンプラン＞

従業員の退職 養老生命共済＜福利厚生プラン＞

労務管理
生活障害共済 働くわたしのささエール

休業

従業員への賠償

従業員への見舞金

６

農業者賠償責任保険
農業応援隊

共栄火災 農業者賠償責任保険
農業応援隊

共栄火災 取引信用保険

共栄火災 個人情報賠償責任保険
農業応援隊

JA共済労働災害補償制度
（業務災害補償保険）

共栄火災 農業応援隊

建 物

特定建築物

家 財
営業用什器備品

３．共済・保険のご紹介

農業者を取り巻く以下のリスクには、共済・保険により対策を講じることができます。



（参考）リスクチェック

どれだけ備えられているかチェックしてみましょう。

７



明日も農業を
続けるために
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